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・
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・
・
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議

宝章

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
「
恐
慌
」

の
一
意
義
に
就

τ
谷

口

吉

Z圭

太
陽

ω烈
駄
が
周
期
的
に
現
は
る
、
こ
正
や
、
雨
量

や
気
候
に
一
定
的
周
期
的
向
硬
化
の
起
る
こ
ピ
が
、
自
然

界
に
於
り
る
動
か
す
べ
か
ら
ぎ
る
事
賞
己

L
て
存
在
す

る
正
し
て
も
、
か
〈

ω如
き
自
然
法
制
は
、
阪
仁
幾
千

年
来
、
少
〈
ご
も
幾
百
年
来
の
長
さ
に
亘
っ
て
、
殿
然

古
し
て
自
然
界
じ
存
在
し
た
筈
で
あ
ち
、
従
つ

τそ
れ

が
人
類
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
も
亦
、
か
な

h
長
さ
に

一
旦
っ
て
存
在
L
来
つ
柁
答
で
あ
る
。
然
る
に
今
日
調
ふ

所
の
経
済
界
の
恐
慌
は
、
周
〈
知
ら
る
、
如
〈
、
資
本

家
的
生
産

ω硝
i
一
般
化
さ
れ
花
十
九
世
紀

ω前
竿
以

後
に
於
て
、
始
め
て
現
は
れ
来
つ
化
現
象
で
あ
る
。
そ

れ
放
に
恐
慌
，
己
資
本
家
的
生
産
ど
の
岡
仁
、
必
然
小
閥

総

ヒ
ル
フ
主
ア
イ
ン
グ
の
『
恐
慌
』
の
意
議
に
就
て

雑

係
hz後
見
せ
ん
ざ
す
る
多
く
の
間
学
者
の
努
力
が
現
は
る

、
に
至
っ
た
こ

Z
は
、
極
め
て
常
然
の
こ
正
、
言
は
ね

ば
な
ら
ぬ
。

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
も
亦
、
恐
慌
を
以
っ
て
資
本
家

的
生
産
に
必
然
の
現
象
で
あ
る
ご
な
す
駄
に
於

τ、
他

の
多
〈
の
事
者
ピ
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
「
資
本
家

的
生
産
が
、
好
長
気
及
び
不
詩
集
ご
い
ふ
一
の
循
環
を

な
ゆ
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
い
ふ
こ
正
は
、
縄
時
岨
的
法
則
で
ゐ

る
。
」
然
ら
ば
謂
ム
所
の
恐
慌
現
象
は
、
如
何
な
る
特
徴

を
有
っ
て
現
は
る
、
も
の
で
ゐ
ら
う
か
?
私

ω
鬼
る

所
で
は
、
ヒ
b
F

フ
ア
デ
イ
ン
グ
は
少
〈
ご
も
之
を
こ
つ

の
馳
に
求
め
る
様
で
め
る
o
是
の
第
一
は
、
口
山
官
民
停
滞
」

(〉

r
E
g
z
n
r
5
m
)
で
め
る
。
「
一
の
階
段
(
肝
叫
E
M
)
か
ら

他
的
階
段
(
不
骨
組
)
へ
の
渇
波
に
は
、
危
機
が
起
る
o
好

景
気
の
一
定
の
瞬
間
に
於

τ、
債
格
下
落

ω結
果
ご
し

τ、
或
る
一
辿
の
生
産
部
門
に
奴
貰
停
滞
が
起
っ
て
来

る
。
阪
貰
停
滞
ど
債
格
の
下
落
ご
が
撲
が
っ
て
来
て
、

生
産
が
制
限
せ
ら
れ
る
・
:
:
」
の
で
あ
る
。
そ
の
第

二
は
、
か
、
る
現
象
が
『
周
期
的
反
覆
」
(
宮
古
丘
一
R
F
o

t5aqrov与
を
な
す
ぜ
い
ふ
動
で
あ
る
。
か
く
て
資

第
二
寸
一
巷

(
動
式
蹴

ブL
E 

一
凹
丸
)
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ヒ
ル
フ
ア

F
イ
シ
グ

ω
『
恐
慌
』
由
意
識
に
就
て

本
家
枇
曾
の
恐
慌
は
、
版
自
民
停
滞
の
周
期
的
反
織
で
あ

り
、
換
言
す
れ
ば
「
経
済
法
則
的
な
恐
慌
」
で
あ
る
言
言

ふ
。
併
し
乍
ら
、
今
日
の
恐
慌
が
此
の
二
つ
の
特
徴
を

有
っ
て
現
は
る
、
こ
ど
は
、

h
c
L
F
Y

ア
デ
ィ
ン
グ
を
待

っ
て
始
め
て
知

ιる
、
所
で
な
〈
、
従
っ
て
此
の
貼
ま

で
は
、
彼
れ
の
設
を
特
徴
づ
け
る
何
物
を
も
後
見
し
得

ない
l
o

私
の
注
意
せ
ん

Z
す
る
所
は
事
ろ
以
下
越
べ
ゐ

ご
す
る
黙
に
ゐ
る
。

一一

ιTま
資
本
家
枇
曾
の
恐
怖
か
ら
、
そ
の
周
期
的
性
質

を
抽
象
し
去
る
正
き
は
、
仰
の
一
特
徴
で
あ
る
版
寅
停

滞
が
残
る
。
此
の
版
寅
停
滞

ω
起
'
り
得
る
一
の
可
能
性

は
、
販
氏
の
存
在
|
|
郎
も
貨
帥
貯
の
存
在
ー
ー
に
あ

る
。
阪
斑
停
滞
な
(
し

τ版
斑
は
あ
り
得
る
け
れ
ど

も
、
版
寅
の
な
い
所
に
販
貨
停
部
は
あ

h
得
な
い
か

ら
、
版
貢
は
版
寅
停
滞
的
組
'
h
，
得
る
可
能
的
基
礎
で
ゐ

h
、
僚
件
で
ゐ
る
。
こ
れ
ヒ
戸
フ
ァ
デ
ィ
V

グ
が
マ
戸

ク
1

引
に
従
っ
て
、
「
恐
慌

ω
一
般
的
可
飽
性
は
、
商
品

が
、
古
川
口
四
H
A
ぴ
貨
幣
£

ν
ム
二
重
物
た
る
ご
同
時
に
典

へ
ら
れ
る
U

Z
な
す
所
以
で
あ
る
。
貨
幣
の
後
生
は
、

難

錐

第
二
十
一
巷

(
第
六
腕

つH
1孟

一五

O
)

貨
幣
の
貯
蓄
を
可
能
な
ら
し
め
る
o
貨
併
の
貯
臓
は
購

買
の
停
滞
で
ゐ
り
、
従
っ
て
版
貰
の
停
滞
を
意
味
す

る
。
『
者
同
ー
の
ど
〈
凶
の
渇
耗
は
、
商
品
W
の
寅
現
し
た

貨
幣
が
商
品
W
に
質
現
し
な

ν
た
め
に
、
停
滞
す
る
。

W
M
H
販
資
さ
れ
す
に
獲
り
、
か
〈
て
版
氏
停
滞
が
組

る
」
の
で
あ
る
。

貨
融
市
の
資
生
従
っ
て
貢
買
の
山
現
は
.
間
半
に
今
日
ゆ

資
本
家
的
恐
慌
の
可
能
僚
件
た
る
に
止
ま
ら
ぬ
。
其
は

貨
幣

ω
存
在
す
る
限
h
の
枇
曾
に
於
て
、
町
川
賞
停
滞

ω

可
能
僚
件
を
な
す
・
』
Z
M
吋
論
で
あ
る
o

け
れ
ど
も
此

ω

可
能
が
現
賞
ご
な
る
た
め
の
原
岡
正
過
杭
ご
は
、
副
曾

の
経
済
的
畿
脱
に
泊
臨
し
て
、
各
I
異
な
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
き
う

Lτ
そ
れ
が
異
な
る
に
従
っ
て
、
単
な
る
版

資
停
滞
は
次
第
に
質
的
後
肢
を
な
し
て
、
今
日
の
「
縦

横
法
則
的
な
恐
慌
』
記
な
る
の
で
あ
る
。

例
へ
ば
貨
齢
別
級
生
の
嘗
初
に
於
て
、
そ
れ
が
軍
に
流

通
手
段
正
し
て

ωみ
働
い
た
時
代
に
於

τは
、
貨
併
を

珍
重

L
之
を
一
の
則
一
武
ご

L
工
貯
放
せ
ん
ご
す
る
個
人

的
な
個
々

ω欲
段
で
も
、
阪
に
よ
〈
版
氏
停
油
を
現
寅

に
山
現
せ
し
む
る
で
ゐ
ら
う
。
か
〈
の
如
、
吉
主
制
約
な

3)' Da:::; 1も中山d，I. S 
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個
々
の
側
人
的
欲
望
を
原
因
ご
し
、
貨
融
市
貯
蔵
の
過
程

を
ご
っ
て
賞
現
す
る
版
貞
停
滞
は
、
「
た
い
一
の
個
々
に

孤
立
し
た
る
向
来
事
〕
で
あ
り
、
「
一
商
品
の
版
資
停
滞

は
、
一
の
一
般
的
な
版
貨
停
滞
を
意
味

L
な
い
」
の
で

あ
る
o

然
る
に
貨
幣
的
機
能
が
支
梯
手
段
に
ま
で
賛
同
此

す
る
吉
、
「
版
資

ω停
滞
は
、
郎
防
に
約
束
せ
る
支
抑
の

遂
行
[
得
ら
れ
な
い
こ
ピ
を
意
味

L
、
・
・
支
捌
手

段
正
し

τの
貨
幣
が
作
b
上
げ
た
所
の
支
榔
義
務
山
漣

鋭
が
破
崎
県
き
れ
、
一
勅
に
於
り
る
停
滞
は
、
仙
の
総
て

の
貼
に
於
け
る
停
滞
を
績
か
せ
る
o

印
ち
停
滞
が
一
般

的
正
な
る
。
ぞ
れ
放
に
流
泌
信
用
は
、
生
産
部
門
に
一

の
辿
帯
責
任
を
畿
日
此
せ

L
め
、
部
分
的

ω
版
資
停
滞

が
、
一
的
一
般
的
激
畿
を
典
へ
る
可
能
性
を
生
壱

L
め

る
副
』
此

ω
一
般
的
停
削
の
可
能
を
現
質
じ
ま
で
導
〈
所

の
原
闘
は
、
資
本
家
枇
曾
の
以
前
に
あ
っ
て
は
、
「
特
殊

な
、
自
然
的
過
〈
は
隠
史
的
な
、
従
っ
て
経
済
的
見
地

か
ら
見
れ
ば
偶
然
的
な
原
因

l
|例
へ
ば
、
川
間
作
、
早

魅
、
流
行
病
、
戦
弔
干
の
如
、
き
ー
ー
か
ら
起
る
o
」
従
う
て

規
則
的
な
「
周
期
的
反
楼
」
を
な
き
ゃ
，
斗
経
構
法
則
的
な

恐
慌
」
を
質
現
す
る
ニ
ピ
は
出
来
な
い
。
正
同
時
に
是

総

ヒ
ル
フ

γ
一
ア
イ
ン
ク
の
『
恐
慌
r

一
の
意
識
に
就
て

雑

等
の
原
因
は
、
資
本
家
的
恐
慌
に
於
げ
る
生
産
過
剰
記

は
反
針
に
、
生
産
不
足
を
芯
き
起
し
て
、
そ
れ
が
夜
桜

間
接
に
版
資
停
滞
を
必
然
な
ら

L
U
る
に
止
ま
ら
守
、

致
命
的
な
「
異
縫
」

h

を
苫
へ
惹
起
す
る
。

一一一

流
通
信
用
が
販
責
停
滞
を
一
般
的
主
ら

L
め
る
ご
い

ふ
の
は
.
個
々
に
劃
す
る
共
通
.
孤
立
に
謝
す
る
漣
蛸
酬

を
意
味
す
る
の
で
ゐ
っ
て
、
部
分
に
謝
す
る
会
館
、
狭

降
に
制
到
す
る
底
汎
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
段

h
r
t
い
ふ
に
、
商
品
販
貨
が
刷
曾
的
に
一
般
化
さ
る
、

二
百
は
、
資
本
家
枇
曾
の
成
立
を
前
提
す
る
か
ら
で
あ

る
。
資
本
家
枇
曾
の
以
前
に
あ
っ
て
は
、
「
枇
曾
の
新

陳
代
謝
の
た
め
に
絶
叫
割
に
必
要
な
流
通
は
、
手
工
的
生

産
に
よ
っ
て
行
は
れ
、
茶
山
内
他
ゆ
欲
望
は
、
自
給
的
生

産
に
よ
っ
す
充
た
品
れ
る
」
』
か
ら
、
前
日
間
資
質
は
、
経

憐
生
活
の
重
要
な
ら
さ
る
一
部
を
占
む
る
に
過
ぎ
な

い
。
従
っ
て
此
の
如
き
枇
舎
に
於
け
る
版
資
停
滞
は
、

一
方
に
於

τ極
め
て
限
ら
れ
た
る
範
聞
に
超
h
得
る
ご

問
時
に
、
他
方
に
於
て
其
の
停
滞
は
絶
卦
的
停
滞
た
る

こ
正
十
一
得
る
。
そ
れ
は
便
不
便
の
問
題
た
ち
得
る
仁
l

第
二
十
一
巷

(
品
大
規
一
五
一
)

:九
三1
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雑

録

ヒ
ル
ア
ア

J

ア
イ
ン
グ
の
『
恐
慌
言
意
義
に
就
て

て
も
、
死
活
の
問
題
た
る
こ
ご
は
出
来
な
h
v

。
郎
も

「
資
本
家
的
生
産
が
、
自
給
の
た
め
に
す
る
生
産

ω底

大
な
上
屠
匙
築
若
〈
は
地
方
的
市
場
の
た
め
に
す
る
手

山小

工
的
生
産
に
結
び
付
い
て
居
る
以
上
、
恐
慌
は
、
資
本

家
的
上
府
組
築
に
の
み
、
そ
の
腿
迫
を
加
へ
る
。
」
版
寅

停
滞
の
起
ム
リ
得
る
範
囲
が
狭
小
な
る
代
り
に
、
茸
(
の
程

度
が
深
刻
で
あ
b
、
其
の
行
は
る
、
限
り
の
金
範
囲
に

一旦つ

τ
「
一
定
の
期
間
、
阪
貨
を
会
〈
不
可
能
な
ら

L

め
る
」
日
こ
ご
が
州
来
る
。
換
言
せ
ば
、
「
此
の
場
合
仁

は
、
恐
慌
は
、
資
本
家
的
に
経
緯
せ
ら
る
、
生
産
的
範

囲
に
亘

b
、
最
大

ω
打
撃
を
爾
L
得
る
」
目
の
で
あ
る
。

然
る
に
資
本
・
家
刷
曾

ω成
立
を
意
味
す
る
所

ω両日間

生
産
の
一
般
化
・
従
っ
て
起
る
商
品
賞
買
の
一
般
化

は
‘
一
方
仁
於
E
販
寅
停
滞

ω起
h
得
る
範
園
を
擁
大

す
る
ご
共
に
、
他
方
に
於
て
其
の
停
滞
を
絶
調
的
た
ら

[
む
る
こ
正
は
出
来
な
レ
。
「
生
産
の
進
歩
ピ
共
に
、
如

何
な
る
事
情
的
下
に
於
て
も
離
船
さ
れ
ね
ば
な
ら
副
生

産
の
部
分
も
亦
増
加
す
る
o

古
う

L
t
之
を
継
総
廿
一
ね
一

ば
な
ら
旧
制
正
い
ふ
ニ
ピ
が
、
生
産
及
ぴ
流
泌
行
税
の
全

然
の
停
滞
を
制
限
す
る
o
」
可
生
き
る
た
め
に
は
買
は
ね

第
二
十
一
巻

(
第
六
観

九
五
回

E 

) 

ば
な
ら
抑
制
崩
曾
仁
ゐ
つ
て
は
、
一
定
期
間
に
亘
る
絶
謝

的
の
販
貞
停
滞
は
、
死
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
恐
慌
が
一
般
的
に
行
は
れ
得
な
い
聞
は
、
そ
は

絶
針
的
に
行
は
れ
得
る
り
れ
ど
も
、
恐
慌
の
行
は
る
、

範
闘
が
虞
ま
れ
ば
康
ま
る
程
、
そ
は
完
全
に
行
は
れ
得

な
い
ご
い
ふ
結
川
県
に
到
迭
す
る
。
此
の
事
は
、
資
本
家

踊
曾
に
内
在
す
る
矛
盾

ω
批
官
民
が
・
遂
に
此
の
利
品
闘
の

一
般
的
崩
壊
に
導
〈
、
ぜ
い
ふ
理
論
ご
如
何
な
る
腕
係

に
立
う
か
、
引
払

ω輩
仁
明
か
に
[
得
さ
る
所
で
ゐ
る

が
、
そ
の
事
の
談
h
な
き
事
貨
で
あ
る
続
協
ご
し
て
、

ヒ
庁
ア
ア
デ
イ
Y

〆
は
次
的
如
〈
謂
ふ
。
「
恐
慌
に
よ
っ

て
蒙
る
打
撃
は
、
消
裂
に
貢
献
す
る
生
産
部
門
に
於

τ

比
較
的
に
軽
〈
、
且
っ
そ
れ
が
必
要
な
る
生
活
手
段
一
℃

あ
れ
ば
あ
る
程
、
従
つ

τ某
の
消
費
の
勤
椛
が
少
な
り

れ
ば
少
一
い
程
、
そ
の
打
撃
は
騒
い
も
の
で
あ
る

d
z。

四

か
(
の
如
き
資
本
家
航
曾
じ
於
り
る
恐
慌
の
原
因
が

何
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
こ
ピ
は
、
自
ら
別
の
問
題
で

あ
る
。
滋
で
は
た
い
v

其
れ
が
、
ヒ
Y

7
ァ
デ
ィ

Y

グ
に

於
1
、
此
の
枇
曾
に
特
有
な
生
産
事
情
に
鯖
せ
ら
れ

τ

ー 崎明示;';<0'''''''-''''<'ザ P ベハ州仲
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居
る
こ
ご
を
注
意
す
れ
ば
足
b
る
。
恐
慌
を
以
っ
て
資

本
家
的
経
済
組
織
に
特
有

ω現
象
で
ゐ
る
古
な
す
多
〈

の
綴
機
事
者
も
、
此
の
貼
に
来
っ
て
陶
汰
苫
れ
る
。

『
経
税
率
の
皮
相
的
で
あ
る
ピ
い
よ
こ
ご
は
、
就
中
、
衣

の
鮪
に
現
は
れ
て
居
る
o

卸
も
彼
等
は
産
業
的
周
期
の

麗
動
則
的
軍
な
る
徴
候
仁
一
過
ぎ
な
い
所
の
信
用
の
膨
脈

及
び
牧
紡
を
ば
、
却
う
て
其
の
原
因
ご
な

L
τ
居
る
ζ

ぜ
で
あ
る
」
』
ご
い
ふ
7

W

ク
ー
に
従
っ
て
、
『
金
利
歩
合

の
能
動
か

ι景
叙
現
象
を
設
明
し
て
、
反
劃
に
生
産
の

関
係
か
ら
金
融
市
場
の
現
象
を
説
明
し
な
山
の
が
、
近

世
恐
慌
論
の
殆
ん
"
と
綿
て
の
特
徴
で
あ
る
」
市
ピ
、
彼
れ

は
非
難
す
る
o

な
る
uu
ど
『
取
引
所
恐
慌
は
、
金
融
市

場
及
び
信
用
閥
係
に
起
る
所

ω麗
動
に
よ
っ
て
、
直
接

に
惹
起
さ
れ
る
」

I

げ
れ
H

と
も
、
ぞ
れ
は
「
一
般
的
な
商

業
及
び

L
業
恐
慌
」
互
に
謝
す
る
「
軍
な
る
兆
候
、
前
兆
に

過
ぎ
な
い
。
」

2

何
故
か

t
言
ふ
に
、
取
引
所
恐
慌
を
直
接

に
惹
き
起
し
た
金
融
市
場
の
盤
勤
そ
の
も
の
が
、
生
産

に
闘
す
る
麹
動
を
原
因
正

L
τ
起
う
た
も
の
で
あ
h
、

金
融
市
場
の
畿
動
や
取
引
所
の
恐
慌
は
、
軍
に
一
般
的

訟
慌
を
現
貨
に
議
〈
腕
の
一
の
過
裂
に
過
ぎ
な
い
か
ら

ヒ
ル
フ
ア
J

ア
イ
シ
グ
の
『
出
蹴
」
心
意
義
に
就
て

難

豊主

で
あ
る
。

か
(
τ
所
謂
恐
慌
は
、
資
本
家
刷
曾
に
固
有
の
も
の

で
あ
与
、
此
の
枇
舎
の
成
立
仁
よ
ウ
て
始
め
て
出
現
し

た
も
の
で
は
あ
る
が
、
併
L
茸
(
の
萌
芽
形
態
は
、
蹴
に

古
〈
貨
幣

ω費
生
正
共
に
存
在

L
、
ぞ
れ
が
柿
々
の
器

廃
形
態
を
経
過

L
て
、
今
日
の
恐
慌
、
資
本
・
山
部
的
法
悦

!
|
「
総
務
法
則
的
な
恐
慌
」

1
1
に
ま
で
殺
反
し
た
も

の
で
あ
る
o

商
品
が
資
本
家
訓
曾
に
於
て
始
め
て
出
現

L
た
も
の
で
な
い
の
ピ
岡
山
川
に
、
恐
慌
も
亦
こ
の
刷
曾

に
於

τ、
忽
車
両
ぜ
し
て
無
か
ら
湧
き
出
た
も
の
で
は
な

い
l

。
従
っ
て
叉
、
資
本
家
副
曾
そ
の
も
の
、
相
々
な
る

畿
反
階
段
に
臆
に

τ、
恐
慌
も
其
の
性
質
を
獲
す
る
筈

で
め
る
。
此

ω問
題
は
、
彼
れ
が
恐
協
を
取
扱
へ
る
最

後
山
章
に
於
て
、
「
恐
慌
性
質
山
麓
化
、
カ

W

Y

4

プ

w
F
Z
恐

慌
凡
ピ
し
て
考
察
す
る
所
で
あ
る
。
資
本
家
一
川
曾
の
畿

展
す
る
に
従
っ
て
起
る
所
の
、
資
本
信
別
の
後
展
、
企

業
組
織
的
駿
展
、
岡
際
経
済
関
係
の
交
錯
、
金
融
資
本

家
の
謝
様
、
カ
作
一
一
ア
ル
の
成
立
等
、
総
て
恐
慌

ω現
賞

へ
の
遇
税
を
品
型
化
せ
L
h
U

る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に

ヒ
片

7

ァ
デ
ィ
ン
〆
に
於
で
最
も
吾
々
の
興
味
を
惹
(

停
二
十
一
容

(
A
F
大
腕

九
E
E

一
五
三
)
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雑

品

妙
心

4
山
財
政
机
紘

制
は
、
そ
心
概
念
の
形
式
に
あ
る
。
恐
慌
を
御
念
す
る

に
常
っ
て
、
学
一
則
的
、
悶
定
的
に
幽
す
る
喧
ー
に
な
〈
、

立
制
的
に
、
幡
史
的
畿
民
的
に
、
之
を
把
侃
せ
る
鮎
に

あ
る
。
こ
れ
が
紋
れ
の
烈
悦
論
じ
於
り
る
著
l
一ヨ一一

ω

批
判
微
で
あ
る
己
松
は
信
h

ず
る
。


